
自然資本経営
~ 自治体の持続可能性をデータ化で進める~

馬奈木俊介





自己紹介
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• 「クリーンエネルギー戦略」に関する有識者
懇談会 （首相官邸）

• 環境省中央環境審議会臨時委員・総合政策
部会

• 経産省産業構造審議会臨時委員

• ネイチャーポジティブ経済研究会

• グリーントランスフォーメーション推進小委員
会・総合資源エネルギー調査会基本政策分
科会・地域循環モデル構築WG

• 国交省 グリーンインフラ懇談会

• 農林水産省 農業分野のカーボン・クレジッ
ト取引活性化に係る検討会
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国際化がすべて

自然環境の劣化やウェルビーイングの進歩を
図るためには自然資本など新しい指標
（新国富指標）が必要である。

ー 国際連合事務総長 アントニオ・グテーレス
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物的資本

出典:pixabayフリー素材



人的資本

出典:pixabayフリー素材



自然資本

出典:pixabayフリー素材
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別府温泉
免疫力日本一

宣言プロジェクト



三井不動産×日鉄興和不動産（次世代産業集積）

NHK国際ニュースナビ「TSMCインパクト 工場建設進熊本に異変？」より抜粋

熊本TSMC
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最先端AI技術と
確かな研究実績で、
企業の包括的な
wellbeing評価を支援
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サプライ
チェーンを遡り、
多岐にわたる
影響を見える化。

CO2

Well-being

Sustainable impact

Future risks
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作り出す技術と都市の評価指標

AIによる包括的ライフサイクル サステナビリティ分析



新たな指標は？

— 客観的well-being
(GDP/人)

— 主観的well-being
(生活満足度)

ギャップ増大





グローバル幸福度調査



統計で主観的なWellbeingを科学に



統計で主観的なWellbeingを科学に
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人口予測 (精度99.9%)

Li, C., and S. Managi. 2023. “Gridded Datasets for Japan: Total, Male, and Female Populations from 2001–2020”, Scientific Data 10, 81. https://doi.org/10.1038/s41597-
023-01989-4. 
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インフラの効果（鉄道・新幹線）
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不快さ特定 

Li, C., & Managi, S. (2023). Inappropriate nighttime light reduces living comfort. Environmental Pollution, 334



全てが数値化の時代に



Top 100 in the world

Top 50 in the world
1stin Japan

全てが数値化の時代に



鍵は産学官連携＝産業が一番の主体

企業 行政 大学

学術の価値＝見えない価値の価値化

サステナブルファイナンス大賞受賞



ネイチャーポジティブ社会の実現

自然資本クレジットの社会普及 企業の自発的改善による成長

自然資本クレジット制度の成立 ネイチャーポジティブ支援AIの構築

・自然資本の評価枠組みの不在

・自然資本に取り組む価値が不明瞭

・TNFDは試行段階・人材不足

・GHG Protocol SCOPE3の普及

・カーボンクレジットの普及
・TCFDによる経営戦略

自然資本クレジット

農 林
水
産

Pörtner, .. Managi et al. (2023).  Science

【課題】

【進捗】

Murakami, Itsubo, and Kuriyama (2022). 
Nature Sustainability
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全世界のボランタリカーボンクレジット発行量
（Voluntary Registry Offsets Database v10-2023）

仮に、自然資本クレジットの発行量が
カーボン 1 % (2,266万t)と仮定した場合であっても

自然資本クレジットの市場規模予測
（カーボンの1%として予測)：

2030年 2050年

195億円～3,504億円 525億円～21,000億
円

米国 22%
4億4400万t

インド 16%
3億2135 万t

中国 12%
2億4306 万t6
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その他 15%
1億9797 万t

全世界：19億7820 万t

巨大なマーケットとなる可能性が存在する

自然資本クレジットの市場ポテンシャル 32



産業界主導のマーケットが必要



ブロックチェーン化



NCCC 森林 （精緻化）
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クレジット創出 クレジットの
デジタル化

クレジットの
販売

クレジットの
購入

クレジットの
オフセット

クレジットつき
商品の販売

クレジットの
受け取り

返礼品とクレ
ジットの交換

⑤市民の関与
（地域振興消費や環境配慮消費による経済効果）

③大企業だけでなく中小零細企業や商店の利用
（新しいクレジット需要の創出）

⑧クレジット創出拡大
（需要拡大と地産による付加価値化）

⑦気候変動対策が促進
（義務によらない行動の促進）

カーボンクレジットを介してコミュニティと市民の力で気候変動対策と経済が動き出す

①カーボンクレジット
を創出（Jクレジット
等）

②デジタル化（トークン化）され
たカーボンクレジットを販売

④製品・サービスを
介して個人に提供

「気候変動対策＝コスト、儲からない」を「気候変動対策＝儲かるビジネス」にできる唯一のプラットフォーム

⑥カーボンクレジッ
トと返礼品（クーポ
ンや商品）を交換
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新技術 vs 通常ケース
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研究・実践拠点施設は入浴が腸内細菌にもたらす効能について解析・分析を行う
「ラボエリア」、市民エリア、ゲストエリア、民間提案ゾーンで構成する

別府温泉
免疫力日本一

宣言プロジェクト



腸内細菌

口腔内細菌叢
数：1.1兆個
種：700種類

腸内細菌叢
数：40兆個
種：1,000種類

皮膚常在菌叢
数：200億個
種：1,000種類

腸内細菌の多彩な役割

食物繊維などを消化

人体に役立つ物質を体中へ

免疫細胞を活性化
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おわりに

価値を高める政策に

パラダイムシフトを図り、

将来の世代に引き継ぐ。

地域の持続可能性を担保し、

人々を幸せに。

そのための事業

の成功が必要。
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